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木股知史先生は, 2019年10月に満68歳を迎えられ,
2020月 3 月末をもって甲南大学文学部の教授を退任さ
れます｡ 先生は1975年 3 月に立命館大学文学部を卒業
され, 同年 4月立命館大学大学院文学研究科日本文学
専攻修士課程に入学, 1979年 3 月に同修士課程を修了
されました｡ 同年 4月立命館大学大学院文学研究科日
本文学専攻博士後期課程に進学し, 1982年 3 月に同課
程を単位取得の上, 満期退学されました｡
甲南大学には1992年4月に助教授としてご着任にな
り, 1995年 4 月からは教授として勤められ, 現在まで
28年にわたって甲南大学で教育と研究に当たって来ら
れています｡ 2012年 4 月には永年勤続による表彰 (20
年表彰) を受けています｡
主な役職としては, 2000年 4 月より 2年間, 甲南大
学図書館長を務め, 2011年 4 月から 2年間は甲南大学
大学院人文科学研究科長, 2014年 4 月からの 2年間は








先生は ｢日本文学概論｣ ｢日本文学史｣ ｢近代文学講
読｣ ｢現代文学講読｣ ｢日本文学特殊講義｣ ｢国語科教
材研究｣ 等の専門教育科目を担当されるとともに, 基
礎共通科目 (当初は広域副専攻科目) の ｢イメージと
文化｣ を長年担当され, 文学部以外の学生に対しても
日本文学の面白さを熱心に説かれました｡ 講義科目以
外に, ｢基礎演習｣ での初年次教育, ｢演習｣ ｢研究演









明治書院, 2004年 4 月) では担当された 『一握の砂』
の注釈・解説で2005年に岩手日報文学賞啄木賞を受
賞されています｡ 文学と美術の交流を対象とした研
究 『画文共鳴－『みだれ髪』 から 『月に吠える』 へ』
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